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『ワクライナ・日本語辞典』の半世紀

自 野 貴 夫

ボンダレンコ I. P. 

幻の辞典との出会い

興味深い一冊の辞典がある。アナトリ・ヂブローワ， ワシーリ・オヂネツ共著，保間三郎編纂，

『ウクライナ・日本語辞典J，ハノレピン， 1944 年，（且i6poBa A., 0.n;HHel.(b B., rn 江戸.n;aKI..(i6 ぬ

只cy.n;a Ca6ypo ，“YKpaiHCbKO ・HirrrroHCbKH 白C刀OBHHK", Xap6HH, 1944. ）である。われわれの知る限

り，この辞典の原本は，日本の大学図書館，及び公共図書館には存在しない。

この辞典については，東京大学の中井和夫氏が「アメリカのなかのウクライナ，そして宿本」の
(1) 

中で紹介されている。あるとき，戦前にノ、ルピンで、出た『線のウグライナ』というノ4 ンフレットを

読んでいた彼は，その中に庁ウクライナ＝日本語辞典』 （準備中〕」という広告を自にした。驚い

た彼はすぐさま都内のいくつかの図書館を当たってみたが，どこにもそんな辞典なぞ存在しなかっ

た。数年後，彼はアメリカへ留学した。彼には，ニューヨークで是非会いたいと思っている人がし、

た。その人は，イヴァン・スヴィトという戦前に満州、iでジャーナリストをしていた方で， 1972 年に
く2)

は『ウクライナ・日本関係』という戦間期の満州におけるウグライナ人と日本の関係についての

370 真にも及ぶ大著をウクライナ語で出版されている。中井氏が彼の家を訪れ，帰り際に何気なく

頭の片隅から離れなかつた辞典のことを毒子

言ピ手に取ることがで、きたのだつたO

突は，スヴィト氏は，この『ウクライナ・日本語辞典』とは極めて密接な関係にある。この辞典

の序文にも触れられているが，彼は「本辞典が生まれ出づるにき当って異常なる熱意を以て参加せら

れた」協力者の一人として名前が挙がっている。彼が具体的にどのような協力をしたのかはよくわ

からないが，当時のウクライナ人と日本人との関係に最も精通しており，双方の橋渡し的役割を担

っていた人物であったことは間違いない。

のちに，スヴィト氏は，この著者の一人であるオヂネツのメッセージの入った『ウクライナ・日

本語辞典』の原本は自分の手元に残し，ニューヨーク公共図書館に，マイクロフィルムとして蔵書
く3)

に加えることに同意されている。今回本稿を執筆するにあたって利用させていただいたのは，ニュ

ーヨーク公共図書館に所蔵されているスヴィト民の原本のマイクロフィルムを，中井氏が更にコピ

ーして日本に持ち帰られたものである。その恩恵に浴し，極めて間接的な形ではあるが，われわれ

もこの幻ともいうべき辞典に巡り合うことができたのである。
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辞典の構成

それで、はここで，この辞典の構成について見ておくことにしよう。表表紙には，ウクライナ語で

AHaTOJib 1li6p0Ba Ta BaCHJib 0)(ttHeU:b と2 人の著者の氏名が示され，大文字で YKPAIHCbKO ・

HI 口口OHCbKYl 白CJ10BH!1K とタイトルが書かれ， 1944 と発行年が記されている。そして背表紙に

は日本語の縦書きで， 「ウクライナ日本語辞典」というタイトルがあり，その下に 2 行にわたって

ワシーリ・オヂネツ，アナトーリ・ヂ、ブローワ共著と記されている。タイトルページから始まる

前付は，表表紙裏にはウクライナ語で，第 1葉には日本語で表紙と同じ内容の事が警かれてある

が，編纂者である保田三三郎の名前が記され，さらにウクライナ語の方には， “Btt)(aHo 3axo)(aMH 

YKpaiHCbKOi Hau;iOH3JlbHOi KOJibOHii M. Xap6HH ”（ハルピン市ウクライナ居留民会発行〉という一

文が，発行年の上に書かれてある。そして次葉にはウクライナ語と日本語の 2 カ国語で「ウクライ

ナ民族独立総体国家復興の為に翻った総ての人々の栄誉の記念として且つ此の偉大なる思想の遵牽

者に対し此の小著を捧げる」とし、う献辞が記されている。

次のページは，著者二人の連名による「序文」である。これはウクライナ語と日本語の対訳とい
(4) 

う形式をとっているが，この辞典出版の意国及び特徴をよく表わしているので引用してみたい。

日本及ウクライナ両国民の相互理解を容易ならしめ且之等両国民の多岐な文化的交流への道を伸

べんとする著者等の希望は此の最初のウクライナ・日本語辞典を編纂せしむるに至った。

勿論本辞典に載せられて居る一万一千語は決して精選されたものでは無いが唯髄時の最も責任あ

る検討及翻訳者の深き労作に依って将来必要なる補正並に変更が加えられるであろう。

以上の理由に依り上記の如き単語数はウクライナ日本語辞典編纂に必要なる材料の総ての量を包

含していないことを指摘しておく必要が有る。最初のウクライナ日本語辞典を出版すると云う試験

的可能性を持つに当り当初著者達は付録としてウクライナ学及ウクライナ語文法を解説辞典として

試用せんとしたが本辞典の紙数制限の結果最初の計画を放棄せざるを得なくなった次第で、ある。

本辞典編纂の基礎資料にはグザンチェンコ及サフチェンコの前辞典を選んだ。ウクライナ語の日

本語訳はワシーリ・オヂネツ之を担当し辞書編纂に関する諸作業即ちウクライナ露語原文の採集，

ウクライナ文字に依る日本語表現前書即ちウクライナ学に関する概観ウクライナ文字に依る表現，

並に公正及出肢に関する諸作業はアナトーリ・デイブローワ之を担当した。

本辞典の編纂を終了し，著者等は日本，ウクライナ両文化の接近と云う大事業に対比せば本労作

は単なる一小事業である，と云う事を自認しつつも高き道徳的且満足感に満されて居る。

－以下省略・・・・

そして次に，この辞典を執筆するに際して利用した参考文献が挙がっている。

1. CJioBap YKpaiHCbKOH MOBH, yrrop 兄）（KOB3HHH お6. rpttH 可eHKO, BH)(3B 日目立TBO )l{ypHaJiy ≪KieBCKaH 
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2.λ. CaB 可eHKO -DpaKTH'-IHH 員YKpaiHCbKo-Pocci 負CbKH ち， cλOBHHK. BH)l. 5-e. D,ep)K8BHe BH)l8BHH 司

日TBO YKpaiHH, KHiB, 1926 piK. 

3. B. D,y6pOBCbKH 註一 CJIOBHHK MOCKOBCbKO ヴKpaiHCbK 戚， BH)l8B 聞はTBO 《Pi江田 MoBa≫, KHiB, 1918 

piK. 

4. B. D,y6pOBCbK 羽詰－ YKpaiHCbKO-MOCKOBCbKaφpa3eOJibOriH, KHiB, 1918 piK. 

5. C . .$kyrn -PycCKo-.$IrrottcKHH c刀OBapb, H3)laTeJibCTBO 11BaHaM ル立loTeH, ToKHo, 1938 r. 

以上の 5点である。 f序文」でも触れているように，この辞典編纂の基礎資料となったのは， 1 

の革命前にキエフで、出版されたグリチェンコ著， 『ウクライナ・ウクライナ語辞典J と， 2 の革命

後にやはりキエフで上梓されているサフチェンコ著， 『ウグライナ・ロシア語辞典』である。

次のページは， ウクライナ語で再び f1EPED,M0BA 1序文J が掲載されている。これを書いたの

は，発行所であるウクライナ居留民会の長であり，発行者であるクリャプコ・コレッキー教授であ

る。彼はこの序文のなかで，「民族問の相互理解において強大なファクターとなるのが言語である」

と述べ，ウクライナ民族の持つ華やかな歴史，文化，文学，そして経済資源の豊かさを解き，アジア

の国「偉大な日本」との聞に初めての fウクライナ・日本語辞典Jが出版されることを歓迎している。

さて，この辞典を百科辞典的な役割も兼ね備えたものにしたいとし、う著者の意図は，次から 4ベ

｝ジに渡ってヂ、ブローワが BCTYD 1序論J として書き下ろした Fウクライナ小論』によく現れて

いる。これは，ウクライナに関する知識も情報も殆ど持ち合わせなかったであろう当時の臼本人を

対象に，分かりやすくウクライナ概説を書いたものである。この小論は 7節から成っているが，簡

単にその内容について見ておこう。

第 l節では「ウクライナ」とし、ぅ言葉の由来について述べられている。この中で，ウクライナの別

称である「ルーシ」という言葉については，現代ロシア人と称されるモスクワ民族により「ルーシJ

という名称は専有併合されたためその名称を放棄し， 「ウクライナ」という名称を用いてきたと

かれている。また「小ロシア」という名称はウクライナにとっては全く無関係なもので，いわゆる

「血縁関係を強調する為に」ロシア人が特殊使用したものであると厳しくこの名称を批判している。

第 2 節ではウクライナ民族の起源，ウクライナの領土及び人口について触れられている。ここで

は，正しく「スラヴ」民族たるウグライナ人は一千年を経てスラヴ民族のあらゆる根本的性格の特

徴を保持してきたことを述べ，様々な歴史的原因によりウクライナ民族の一部が中央アジア，シベ

リア，カナダ，極東などに移住したことが書かれている。またこの辞典が編纂された極東は地理的

にも気候的にもウクライナと酷似しており， 「緑のウクライナJ と呼ばれ， 1943 年初頭までの資料

によると極東地方全人口 270 万人中，ウクライナ人 125 万人，ロシア人 110 万人であったことを強

調している。

第 3 節は，ウグライナ語についての記述である。また，他のスラヴ諸語との栢違点についても触

れられている。 「『スラブ』民族の総ゆる言葉の中で『ウクライナ』語はセルピア語に頗る近似し
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ている」とし、う指掃は面白い。

第 4節は，ウクライナの康史，特にギリシャ正教移入の過程とその後についての記述である。正

教の教会がウクライナ民族の文化的発展に非常な好影響を与えたことは疑う余地のないところであ

り，ウクライナ民族はロシア人が正教に改宗するのに重要な役割を演じたとしている。ロシアは文

化面においてもウクライナ文化の恩恵を蒙ったにもかかわらず，歴史を歪曲し，ウクライナ民族と

の血族関係を強調していると正面からロシア人を批判している。

第5節は，ウクライナ詩発達の歴史について警かれている。ヂブローワはこれを口碑民族詩と文

学という二つのグループに分類して論じている。民族詩の大部分は遠い昔の過去，まだウグライナ

民族が異教徒だった時代のものであること，またウクライナは，寓話，短編小説，童話，諺，謎々

のような口碑叙事詩にも富んでいることなどを述べている。そして文学においては『イーゴリ遠征

物語』を最古の文学作品の傑作に一つに数え， 19 世紀初頭に現れたコトリャレフスキーを「新ウク

ライナ文学の父」と称し，ウクライナ最大の詩人シェフチェンコへと話を進めている。ただ，シェ

フチェンコを語るにあたり，ヂブローワは彼の作品のことは殆ど触れず，彼が所属していた政治結

社キリロ・メトロディ一団と彼に対する迫害について多くを語っている。その後の「ウクライナ文

芸復興j 及び19 世紀の60 年代から始まる「ウクライナ芸術語の猛烈なる発展」を経た20 世紀初頭ま

での著名な作家が列挙されている。

第 6 節は，演劇に充てられている。 17 世紀の宗教劇から「新しき文化の父」コトリャレフスキー

の作品について述べられているが，ここでより多くの紙面を割L、ているのは19 世紀におけるロシア

政府のウクライナ演劇に対する弾圧の歴史である。

第 7 節はウクライナ民謡についてである。ウクライナ民謡には，勇敢，豪毅，大担である反面頗

る情に脆いウクライナ魂が確然と反映されており，二万以上に達するウクライナ民謡及び康史的叙

情詩は，ウクライナ民族英雄の偉大さを讃えるものだと述べている。そして，この節を締めくくる

に当たってゴーゴリのロシア民謡とウグライナ民謡を北較した論文を引用している。ゴーゴリによ

れば，ロシア民謡が人生の忘却，現世から逃避して日々の不如意と煩悶を和らげようとしているの

に対し，ウクライナ民謡は生命と一体化したものであり，その調子は叫びではなく，物語るような

言葉で話され，人の心を感動させるものだという。ヂブローワは，一般的にはロシア文学者として

認められてはいるウクライナ出身の作家ゴーゴリの論文を引用し，ウクライナ民謡の秀逸さな述べ

ることによって，ロシアの文豪ゴーゴワのウクライナに対する深い愛情，ひいてはウクライナの鍾

越性まで読者が読みとるよう意図していると考えるのは，少し言い過ぎであろうか。

『ウクライナ小論』の次のページには YKPAIHCbKA ABETKA 1ウクライナ文字J の一覧表が

掲載されている。それぞれの字母に番号を付し，次に大文字と小文字，そして発音はカタカナとロ

ーマ字で－表示されている。

本文に入るまでの最後のページには，著者の YBAfA 「附記j と銘打たれた文章がウクライナ語

と日本語で、載っている。
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本辞典中の露訳は専ら既に露語に熟達してるか若は現在修学中の日本人の為に比較的立補助的材

料として掲載されたものである。

其の他露訳中に於て日本人読者はウクライナ語と露語中に異なる意義を有する単語を発見するで

あろう。

日本語への訳は専らウクライナ語の原語より為された。

放にウクライナ語と露語との相違によって露語の単語の或者の意味は必ずしもウクライナ語と一

致せずに単に近似的立補助的意味を有するに過ぎない場合もある。

著者の最も注意を払ったのはウクライナ語と臼本語問に於ける翻訳の正確さである。

このようにこの辞典において，ウクライナ語の見出しの語の次に示されるロシア語訳は補助的な

ものに過ぎず，あくまでこれが『ウクライナ・日本語辞典J であることを執劫なまで強調しいる。

そして全 7葉にわたる前付に続き，次のページから，この辞典の本文である「辞書の部」となる。

266 ページある本文の書式は，左右二段組で， 47 行である。辞書の表記の方法は，ウクライナ語の

見出し語の次に括弧っきのイタリック体でロシア語訳を示し，その後に日本語訳を書き，さらに日

本語訳の発音を括弧っきのウクライナ語で示している。また，この辞典における正字法は， 1928 年

にハリコフで開催されたウクライナ言語学者会議において制定されたもので，現在のそれとは異な

る。具体的な語棄の分析は後述する。

いわゆる「辞書の部J が終るとすぐに奥付になっている。上から，西暦1944 年を意味する当時の

満州国の年号で， 「康徳11 年 4月7 日印制J，「康徳11 年 4月10 日初版発行」，「定慣金拾国j と記さ

れ，そのタイトノレの Fウクライナ日本語辞典』， そして版権の証明があり， 著者，編者，発行者，

印刷者，印脚所，発行所のJI 煩序で各々の氏名と住所が書かれている。

以上がこの辞典の構成である。

収録語集の分析

ここで，この辞典の著者であるアナトリ・ヂブローワとワシーリ・オヂ、ネツについてもう一度整

理しておきたし、。彼らはどちらもウクライナ人で， 「序文」に警かれてあるように，前者がウクラ

イナ語の選択を，後者が日本語訳を担当したことになっている。戦時中でもあり，様々な困難と制

約の中でこの辞典は完成を見た。ただこで確認しておかなければならないのは，彼らは少なくとも

ウクライナ語の専門家ではないということである。それは何よりも語棄の選択に顕著に現れている。

例を挙げると， roJIO,n:He 羽「飢」 「飢餓」 「飢鑑J や rOJIO 江戸町出「ぼろを着た男」 「貧しい人J

など頻度の低い語棄は収録されているが， 「飢え」という意味をもっ fOJIO え や roJIOJLH 成「飢え

た」などの顔度の高いものが欠落していたり，いかに小さな『基本単語集J にも出てくる「300J,

「400J といった数字が収録されていない。次に，学習者につては非常に重要であり基本的なこと
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である「品詞の表示」がなされていなし、。また，動詞に関しては「不完了体J, 「完了体」の区別

をなしていないばかりか無秩序にどちらかの動詞だけが収録されている場合が散見される。さらに，

これについては後述するが，方言や露語また俗語などが非常に多いのにもかかわらずそれが示され

ていないことは，この辞典を利沼する学習者にとっては大きな問題となる。以上がこの辞典の主筆者

がいわゆる専門家ではないと考える根拠であり，この辞典について，われわれが指摘したし、問題点

である。

それで、は，収録語棄を具体的に検討していくことにしよう。

a ）ウクライナ関係の語嚢（ウクライニズム〉

まず最初は，この辞典の大きな特徴でもあり，ウクライナのことについては殆ど知識のない者に

とってはとても重宝する見出し語から始めたい。この辞典に百科辞典的色彩を加味しようという意

障が働いていたことはすで、に述べたが，その意図と成果はここに収録された語嚢から十分に伺うこ

とができる。このクゃループに属する語棄は，おのずとウクライナ闘有のもの，もしくはウクライナ

と関係の深いものがその大多数を占めることになる（資料 1参照〉。 例を挙げよう。

fyuyJibI..UHHa (.MecmHoCmb, sace1/.eHHafl yKpauHZt,a.Mu Ha Kapnamc κux zopax ）グワツヤ（ウク

ライナカルパーツ山脈地方の名） (ryuypiH -yKypaiHa KapyrraTo caHM 冗Ky-Ho Ha) 

3arracKa ( oiJe:;1ciJa, sa.MeHHFOUJ,afl 106Ky yκ :fGUHCKOU JIG, 倒的Uflbt) ①女の下着（ウクライナ人独

特の） (OHH8-HO CiTari yKypaiHa 引 H 瓦OKYTOKY・HO) ②ウクライナの女がスカートにする一種の毛

織物（yKypaiHa-Ho OHHa-ra cyKaaTO-Hi-cypy iccI-O-HO Keopi 悦 OHO 〕

日間TpaJibHa PaJJ;a (Bbtcutuit npaeume.llbCmeeHHbtit opzaH YKpauHbt, 1<omopbtit npoeosz.llacu.ll 22 

flHeapH 1918 zoiJa e zopoiJe Kueee Hesaeucu.Mocmb YKpauHc1<ozo zocyiJapcmea ）「ツェントラリ

ナラーダ」 1918 年 1 月22 日キエフ市に於てウグライナ国家の独立を宣言ぜるウクライナ最高政府機

関

山区間Ka 〔poiJ ne'teHozo x.lle6a Ha ceaiJb6e e YKpauHe ）結婚式の時に使用するパン（KeKKOH-ciKi-

HO ・TOKi-H トci 員00 ・cypy-rraH)

恐らく，筆者はウクライナに特に関係の深いこれらの項目に対して最も心血を注いだのではなか

っただろうか。百余の項目は，読者をウグライナの世界に導いてくれるような気さえしてくる。

b ）方言

この辞典に収録されている語棄の中には，非常に多くの方言が含まれている。その多くは西ウク

ライナ方言である。勿論，辞書の中に多くの方言が含まれることを自体決して悪いことではない。

問題なのは，前述したようにこの辞典には何の説明もなされていないことである。われわれは，参
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考文献として挙げた 4種類の辞典を使って，全ての語棄について検討した。われわれが利用した辞

典は， 2点がウクライナにおいて出版されたものであり，残りの 2 点が外国（カナダとアメリカ合

衆国〉で、出版されたものであるが，園内と国外のどちらの辞典にも「方言」と表示されているもの

だけを採用した O また，見出し語の後ろに標準語を表記した。なお，文法上（性，数〉， 形態論上

そして発音上の「方言j は，語棄の後ろに＊をつけて示したく資料2 参照〉。

c ）廃語（過去の表現，古語〉

一万一千の語棄の中には，現代様準ウクライナ語では殆ど使われなくなったものも含まれている。

その数は52 語にのぼる。ここでも見出し語の後ろに標準語を表記した。なお， ゃを付した語棄は，

形態論上もしくは発音上の「廃語」である（資料3 参照〉。

d ）俗語（無遠慮な語葉，蔑称，駕言，卑語〉

われわれがこの辞典の語棄を分析していて気づくことは，口語の多さである。既ね全収録語棄の

一割がそれにあたる。元来ウクライナ語は，｛fU えばロシア語などと比較すると口語の数が多いのが

特徴である。これは歴史的に，ロシア語が文章語を中心に発達してきたのに対し，ウクライナ語は

口語が発達し，いわゆる現代標準語の成立が遅れたとし、う事情ーがあったためでもある。そのため口

語の多くは，現代標準語の語棄となっている。ここでは，切らかに標準語では用いられない口語で

ある俗語のみを選んだ（資料 4参照、〉。

e ）国や国家の名称

ここで取り上げるのは，今まで検討してきた語棄とは性格が少し異なる。しかし，辞典にどのよ

うな国や国家が収録されているかという問題は，筆者の意図ひいては辞典全体のヴィジョンを知る

上でも興味深いことである。この語業を見るとヨーロッパの中ではイギリスやフランス，また隣接

している中国やそンコ守ルの項呂もない。また「ロシア」として挙げられている MocKoBiH, MocKOB ・

ll¥ 問 E は，蔑称に近い俗称であるのが面画し、。さらに， ソ連という見出し語が無いのも注目される

〈資料5参列車、〉。

結びにかえて

以上，この辞典に採用されている語棄についての分析を試みてきたが，ここでこの辞典に関する

若干の問題点を指摘しておきたい。

この辞典については，その成立過程において不明な点が多L、。ソヴィユト社会主義共和国連邦の

誕生後，四半世紀が経過し，ウクライナは公式的には完全にー共和国に過ぎなくなって久しく，ウ

クライナ語の必要性なぞ全く認められなかったで、あろう時代に，何故これほどの辞書の出版を敢行

したので、あろうか。発行所はウクライナ居留民会であるが，刊行資金は日本軍もしくは南満州鉄道
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株式会社から出ている。この辞典の二人の著者は，あくまでウクライナの独立，自立を主張するウ

クライナ民族主義者であることは日を見るよりも明らかである。だとすれば日本側の真意は一体何

だったのか。また，保田三郎以下この辞典の出版に携わった日本人は一体どうしづ人物だったのか。

ますます興味の深まる問題である。これらについてはいずれ稿を改めて検討したい。

さてわれわれが，本稿で全ての語棄を分析し，分類したのにはそれなりの思惑がある。もし可能

であるならば，日本及びウクライナでこの辞典を再販したいとし、う希望である。そしてその際には，

われわれの指摘を何らかの形で役立てたいと考えている。今年で50 才の誕生日を迎えるこの辞典は

現在においてもその価値を失ってはいなし、。これが半世紀も前に出版された初めての『ウクライナ

・日本語辞典』であるとし、う歴史的価値は確かに大きし、。また，現在のところこの種の辞書が存在

しないということでも貴重である。しかしそれだけではなし、。この辞典には筆舌に尽くしがたい魅

力がある。それは恐らくこの辞典を出版するに際しての著者の情熱から来るものなのであろう。そ

の情熱は半世紀を過ぎた今でもひしひしとわれわれに伝わってくる。それは，彼らが選択した見出

し一語一語に感じられる。確かに，彼らの選択した語棄は頻度辞典に対照すれば，極端に偏ったも

のだし，方言をはじめ，廃語，俗語などいわゆる標準語から逸脱した語棄が目立つ。それにもかか

わらずわれわれを魅了するに足るものなのである。学問的，専門的範鴎からするとこの辞典は及第

点はもらえないだろう。とはし、ぇ，現在のように機械的に頻度辞典に照合し，分担作業で多くの人

によってできるだけ客観的に作り出される辞典が圧倒的多数を占めるご時世にいると，このような

情熱をもって生み出された辞典こそ本来のあるべき姿なのかもしれないという気もしてくるから不

思議である。

現在われわれは，新しい『ウクライナ・日本語辞典』の準備をしている。収録語数においては，

この辞典を凌駕するものではなし、。われわの目指しているのは，本稿での指摘を踏まえた言わば

『現代標準ウクライナ・日本語辞典』である。その意味で，今回取り上げ、た辞典とは内容的に大き

く異なるものになるはずである。そして，半世紀前の筆者のたっての願いであった「ウクライナ文

法」の解説も兼ね備えたものにしたいと考えている。

注

(1) 『窓』 45 号，ナウカ発行， 1983 年， 14-16 頁。

(2) CBiT I., YKpaiHCbK0-5HIOHCbKi B3a€MHHH. 1903-1945. Hbro －説。pK, 1972. 

(3) マイクロフィルムには， 1959 年10 月22 日，スヴィト氏がこの辞典をニューヨーク公共図書館に，極東で出

版されたウクライナ関係の書物2 点とともにマイクロフィルムとして蔵書に加こることに同意する旨の手紙

も一緒に収められている。しかもこのオリジナノレは，著者の一人であるオヂネツが， 1944 年9 月 9 13 にスヴ

ィト民に謹塁したものであることが前付の余白ページに記されたウクライナ諮のメッセージにより伺える。

そこには「親愛なるイワン・ワシーリエシチ・スヴィトに祖国の益たる我々の仕事に対する素晴らしい記念

として」と書かれている。

(4) 以下引用に際してはできるだけ原本に忠実であることを心がけた。したがって意味不明の部分もそのまま

にしてあるところがある。ただし切らかに誤植である場合は，それを訂正した。また，一部！日漢字を新漢字

に改めたり，！日かなづかいを新かなづかし、に変えた。なお，マイクロフィルムの状態によって，中l読が困難

な筒所があったが，対訳の場合は意味を損わない程度に補ったところのある ζとを断っておく。
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(5) この正字法は， 1946 年に現在の正字法に変更される。その違いは主に，外来語において現れるが，大きく

分けて次の 4点である。

a ）外来語において“ia ぺ”iu ”というスベノレを持つ単語は，旧正字法においては“iH ”，“iIO ”となる。例

えば“IJiiH.n;a ぺ TpiIOM ゆなど。現在では，“IJJia 瓦aぺ TpiyM ゆとなる。

b ）いくつかの外来語においてみられた軟語の“f 。例えば， i日正字法においては apxeOJJbOriH, JJHMIIa 

であるが，現在では， ap 羽田oriH, JiaMrra である。

c ）ギリシャ語の“th ”というスペノレを持つ単語が，ウクライナ語に借用された場合，旧正字法においては

“T”となる。例えば KaT 句 pa ，巴Tep, rra 叩 C など。現在では， Kaφe 江戸， eφip, rraφoc となる。

d ）ドイツ諮やポーランド語からの外来語で“h”，“g”，“gh ”といったスペルを持つ単語は，旧正字法に

おいては“f となった。しかし， 1946 年の変更によってウクライナ語のアルファベットからこの字母が

削除され，？”で代用するようになった。 1991 年の独立以後この字母の復活をめぐって論争が続けられて

いるが，新しいウクライナ語の教科書においてはすでにこの字母は復権している。また一部の新聞，雑誌

においても使われ始めている。

(6) われわれが検討したこの辞典に現れる全ての語会は，最後に資料として掲載した。ただしロシア語訳，日

本語の発音表記ならびに番号は省略してある。

(7 ）後述する廃語と俗語についてもこの 4点の辞典を使って検討し，園内と閣外の複数の辞書に表示されてい

るものだけを採用した。
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（資料 1) ウクライナ関係の語葉（ウクライニズム〉

ABTOKeφaJibHa YKpaiHCbKa UepKBa ウクライナ自治正教教会， 6aH 江ypa ノミンドウーラ， 6a 悶 ypHCT

バンドウーラの弾奏家， 6acapa6w;ttHa ベッサラピア， BeJrnK,n:eHb 復活祭， Be 可epmiui 青年男女の

夜の集り， Bo,n:oxpema 耶蘇洗礼祭， BceyKpaittcbK 拍全ウクライナの， ra 如 aMaKa 18 世紀に於け

る波潤に対する民族的革命主義者， ra 訪,n:yK ウクライナ貴族の従者， raKiBHttua ウクライナ古代の

火打銃， faJIHq 即日行ガリチア人， faJIH 四 Ha ガリチヤ， raJiyuma 汁で煮た小麦団子， feTbMaH ウ

クライナ王，ウクライナ国家の統治者， ウクライナ中tt!: の寧の頭目， roJio,a:tta Kyrn クリスマス前

夜の蜜飯， rorraK ゴ、パック， rpHB 間ウクライナ古代貨幣の名， ryuyJI グツル， ryuyJib 山間a グツ

リヤ， ,n:ep)KasHa pa,n:a 参議府，参議院，国務混， JJ:)Kypa 従卒，召使， ,l],OH6ac ウクライナのドン

河流域地方， D,o 日目羽田ウクライナの r ン河流域地方， ,n:yMa 思い，考え，思想，考恵，ウクライ

ナ民族の古い歌， ,n:yMKa 考え，思想，意見，ウクライナの短歌，）K0BT0-6JiaKHTH 凶 CT 兄「青寅旗，

)K0BT06JiaKHTHHKH 青黄主義者（ウクライナ民族主義者の別称〕， 3加 acKa 女の下着，ウクライナの

女がスカートにする一種の毛織物，“3arrosiT ”ウクライナの作家「タラスシェヴチエンコ」の作っ

た民族歌の名称， 3arropi)K)K 日中世紀にドニエプロ河の早瀬の前にあるホールチツッア島にあった

ウクライナコザック要寒地，ウクライナ独立民族思想であるザボーリーズムの根拠地，現在ウクラ

イナ南方にある都市の名称， 3arropmKeUb ウクライナザポロジェに居たコザック， 3M0CK0BHTH ロ
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シア化させる， 3MOCKOBJI 巴HH 員ロシアイヒされた， 3MOCKOBλeHHH ロシア化， 3poci 負mett 羽詰ロシアイ七

されたる， 3poci 故山eHH 兄ロシア化， 3poci 訪山11TH ロシア化する， Kap6oBaHeU:b カノレボヴネツ（ウク

ライナの貨幣の単位）， Kepc 巴TKa ウクライナ女の上衣， KJJeHHO,lL ウクライナ頭自主家の章標，

K応可目前 C 回 TO 聖霊降臨祭の第一 B, Ko63a コブザ、ウクライナの民族楽器， K063ap コブザ楽器演

奏者，“Ko63ap ”ウクライナタラス・シェブチェンコの詩書の名， I{03aK ウクライナの兵，ウクラ

イナのコザック騎士， KOJJH,lLKa 「クリスマス」若しくは新年の祝歌，祝歌を家毎に歌い歩くこと，

KOJIH,lLI-1 間前記の歌（コリャーダ一筆者注〉を歌う人， KOJJH,LLyBaTH 前記の歌（コリャーダ一筆者

注〉を歌うこと， KOHOBaJJiBU:i 1938 年 5月23 日和闘のロッテルダムに於てコミンテルンの刺客の

手に倒れたるウクライナ民族主義者コノワレツ大佐の思想的後継者， KOIIOB 附五十銭， KperraK 農

奴，奴隷， Kperra 日TBO 農奴制， Kperra '-!Ka 農奴（女〉，奴隷（女）, KpirraK 農奴，奴隷， Kpirrau:TBo

農奴制， KypiHb 仮小舎， ウクライナ古代コザ、ック兵の班舎，ウクライナコザックの連隊， λipa ウ

クライナ民族の古代楽器竪琴，七弦琴， JJipHHK 七弦琴演奏者（検校）， M羽田Ka 粘土壁の小舎，

Ma3eIIHHe 江b ウクライナ大ゲットマンマゼ、ッパの名を冠して称するウクライナ民族独立運動闘争者，

MOroptt 可契約成立の際の飲酒，酒手，茶代， Ha 江畑irrp 田 CbKH 負ドネストロ湖の， ドネストロ持沿

岸地方の， Ha,n:,n:HirrpHHll.(ttHa ドネブロ河沿岸地方， H白川icTpHHCbKH 説ドネストロ河畔の， ドネス

ト口河沿岸地方の， Ha,n:,n:HicTpHH 山間呂ドネストロ河沿岸地方， Ha,LL ぇyHaHCbKttti: ドナイ河畔の， ド

ライ河沿岸地方の， o6MOCK0BJJeHHI1 p シア化された， o6MOCK0BJJe 閉店戸シア化， 06MOCKOBJ110BaTH

ロシア風にする，ロシア化する， ロシア化させる， oc 即 位e日b 鯨， ウクライナ古代のゴザ、ックのま

げ， 0TaMaH foJJOBH 目白 (1918-1921) 「ゴロヴヌイ オタマンJ （「オタマン」の頭〕とは「ウク

ライナJ 人民共和器の在った時期に於ける「ウグライナ」国民軍の最高階級の名称である。此の

「ゴロヴヌイ オタマンJ の階級を最初に得た「ウクライナ」人は「ウクライナ」に侵入した「ソ

ヴイエートロシアj に反対して起った「ウクライナ」戦争の時に於ける「ウクライナ」国民軍総司

令官「試問，ベトリューフ」であった， OYH /Opratti3aU:iH YKpaiHCbKHx Hau:ioHaJJicTiB ／ウクラ

イナ民族主義者の団体， 0可irroK ウクライナ婦人の頭飾， O'-IKYP ズボンのバンド， rraJIHHHU: 冗ウク

ライナパン， rra 日以HHa 賦役，小作料，借地料，強制労働， rrepeJJa3 塀塔に登る場所， f1ep 四 CJiaBCbKa

Yro,n:a 「ベレヤースラヴ」条約1648 年から「ウクライナJ 首領「ボグダン」ジイヴイ・ブメリニツ

キイ J 支配化の「ウクライナJ 国は右岸「ウクライナ」の支配下に置かんとした波溺と戦争状態に

在った。止七の戦争は約 6 年間続いた。同盟国の必要を感じ首領「ボグダ、ン」ジイヴイ・フメリニツ

キイ」は長期交渉の結果「モスクワ」国皇帝「アレクセイ・ミハイロヴィチ」と軍事条約さと締結下。

同条約は1654 年 1 月6 日「ウクライナ」の「ペレヤスラヴ」市に於て署名され「ベレヤスラヴスキ

イJ 条約と名付けられた。同条約により「モスクワ J 及「ウクライナ両国は第三国との戦争に於て

互いに援劫すべく義務付けられた。此の条約の根本目的は波i閤の侵略に対して向けられていた。其

の後の事件の進展と共に此の「ベレヤースラヴスキイ」条約は「モスクワ j 国の侵犯するところと

なり「モスクワ」罷は「ウクライナJ 闇を占領してしまった，ロec11roJIOBeU:b 狗頭の人，日eTλ ぬpa
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CHMOH Iベトリューラ・シモンJ 1918-1921 年ウグライナ国民は自国の独立の為ソ連と戦った。そ

の時のウクライナ闇民の領袖であり，国家の長であり，且つ軍事司令官であった。 1926 年 5月25日

巴里に於てコミンテルンのスパイ，シヴアルツバードなるユダヤ人に依り殺された， rreTλ ぬpiBeIJ.b

「ベトリューリヴツイ」とは「ウクライナ」の留民的英雄「シモン・ベトリューラ」の名に国み

「ウクライナj 民族主義者及民族自覚を有する「ウクライナj 人を言う。 「ベトリューリヴェツ

イJ なる語は「ウクライナJ 「の語テルミンJ となり又同様に民族的自覚を有し中央的「ウクライ

ナ」民族の独立国複輿に企てして居る「ウクライナ」人を意味すると云う「ウクライナj 屈の敵の

「テルミン」ともなった， rri;:J:rOpHHHH 山麓の人， rrJiaxTa ウクライナ女の三層下着， ウクライナ民

族の婦人服， f1oJiy6oTOK f1aBJIO ポルボトク・パヴロ ウクライナの英雄1723 年にウクライナの為

に敵から殺された，ロparrop )1{0BT0-6JiaKHTHH 鼓黄青色国旗は「ウクライナJ 民族の国旗である。旗

は二個の粗布からなっている。下方青色の1ri は海に洗われる「ウクライナ」の土地を意味する。其

の海を「ウクライナ」人は古代より他国人との交易に若へ進箪路として利用して来たものである。

上方の黄色の布は農耕に対する「ウグライナ」人の法統的結び付きを意味する。其の結果「ウクラ

イナ」の平野は厚い黄色に実った穀物で覆われている， rrparrop MaJIHHOB 拍濃赤色旗は偉大なる

「ウクライナ・カザック」首領1648 年ウクライナポーランド戦争始まった時に「ボグ夕、、ン・ジノウ

イー・フメリユツキー」に依り「ウクライナカザック」由民軍の旗章とされたのである。現在濃赤

色旗は一般民族的伝統に従えば「ウクライナ」の民族的青年組識「シーチ」と「ルーグJ の旗章で

ある，“訂poMeTeti ＇’「フ。ロメテイ JC ウクライナ，タタール，アゼノレパイドヂアーヌ， グノレジア人の

民族的政治的結社にしてソヴェート・ロシアによる占領後各民族指導者により結成せられ民族的独

立闘争問題の相互援助を目的とする，“日pOCBiTa ”ウクライナ教化の会，叩OCBiT 即日H ウクライナ

教化の会員， caMOCTi 員HHK ウクライナ独立運動者， CBHTa ウクライナ広潤な上衣，百姓外套， CBY

/Co ぬ3 BH3BOJieHHH YKpaiHH ／ウグライナ解放同盟， CBHTO llep)l{aBHOCT 汎ウクライナ独立記念日

（一月二十二日）, cep;:J:IOK 近衛兵， Ci'-I ウグライナのコザックの本営， Ci'-IOBHK ウクライナの兵隊，

ウクライナ青年匝員， CJiaBa ！「スラーワ」とはウグライナ人の戦闘的民族的叫びである即ち日本万

歳に相当するのである， CJiaBa YKpaiHi ！「スラーワ・ウクライニJ の（「ウクライナ」に栄あれ）

とは「ウクライナ」毘族主義者及び総ての民族的自覚を有する「ウクライナ」人の民族的叫びであ

る「ウクライナj に栄誉あれりなる言葉を使って通常「ウグライナ」人はお互いに出会ったとき祝祭

日及伺人的幸福的音信の際に歓迎し合うのである， CJiaByTa 「スラウータJ 河（ドニエフ。ル河の古

代名称）, CJIOBO O ITO 刀KY IropeBiM イーゴリ大候の軍隊に関する軍記。ウクライナのイーゴリ大｛震

が12 世紀にボロウエツ人征伐に失敗した事に就ての昔のウクライナ国民叙事・詩。昔の臼木の軍記物

語と同種類のもの，“CoKiJI ＂ウクライナ青年スポーツ団体， COTHH 百人中隊，ウクライナのコ

ナック騎兵連隊， CTpi 尻町BO 第一次世界大戦当時に於ける特別のウクライナ兵士， CTpi 脱出ウク

ライナの兵士，弓手，射手，“CypMa ”ウクライナ国粋主義者の新聞， TpH3y6 Iウクライナの爵章」，

YBO /YKpaiHCbKa Bi おCbKOBa OpraHi3aUiH ／「ウクライナ」の秘密軍事組織， YKpaiHa rroHaJ:J: yce ! 
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ウクラなり（一行脱落したものと思われる「ウクライナは何よりも崇高なりJ ぐらいの意味だろう

か一筆者〉此の撰語はウクライナ民族主義者及総ての民族的自覚を有するウクライナ人の基本的標

語のーである， yKpaittmKep ウクライナ嫌いな人， YKpaiHCbKa AsToKeφaJJbHa UepKsa ウクライナ

自治教会， YKpaiHCbKa AKa,LLeMiH ウクライナ学士院， YttisepcaJJ ウクライナ政府の刺命，刺令，

刺書，宣言書，声明書， YHP /YKpaiHCbKa Hapo,n:Ha Pecrry 白 iKa/ 1918, 1920 年ウクライナ人民共

和国， xyTip 農家，国荘，農民部落，小村， XYTOpHHHH ウクライナに於ける悶荘の住民，ウクライ

ナに於ける百姓， ua6e 右へ（ウクライナで牡牛の駅するに用する声）, UettTpaJJbHa Pa,n:a 「ツェン

トラリナラーダ」 1918 年 1 月22S キエフ市に於てウクライナ国家の独立を宣言せるウクライナ最高

政府機関，日06 在へ（牡牛を叡する時に用する声〉，可yMaK ウクライナの牛車の駅者，可YM叫 TBO

！訳者業，山田町出iBCbK 凶 33110BiT 「シェフチェンコ」の遺言状と偉大なる「ウクライナJ 由民詩

人「たらす・シェフチェンコ」が 1845 年 12 月25日「ベレヤスラウ」市に於て書いたものである。

同遺言状は音楽に作り替えられ，総ての後世人に「ウクライナ」民族の理想実現の為の闘争に馳せ

参ぜしめ且参ぜ、しめつつある此遺言状は第二「ウクライナ」国民歌である。御身らよ私を葬ってく

れ／私が立てなくなったならば／故郷のウクライナのステッブの塚穴にこそ／広々とうち開かれた

平原と／我がドニエーフ。ルの流れと急阪を／遥かに望み見て力強い／大河の怒需が聴き度いのだ／

私を葬ったならば起き上り／いましめの鎖を断ち切るがし、ぃ／邪悪な凶敵の血の溝で／彼らの自由

を洗ってやるのだ／その臼こそ偉大な家庭で／新しい自由の世界で／私の事をも御身たちは／私や

かな，静かな言葉で、／追想してくれ， illeB'-1eHKO Tapac 「シェフチェンコ・タラスj は「ウグライ

ナ」民族の偉大なる詩人であり芸術家である。！日磨1814 年 2 月25日に農奴の家に生れ1861 年 3 月10

R に死去した。彼の才能は逸平く当時の「インテリ J Uこ見いだされ， 24 才の時2500 留と以て購われ

自由の身となった。 「ベトログラード（原文ではベテノレブノレグ一筆者〉」芸術院を卒業した彼は類

多の詩を書いた。これを一纏めにしたのが「ゴブザール」と呼ばれる書籍である。彼の詩の中で最

も逸れたものは「ウクライナ」民族解放運動を歌った「ガイダマーキイ」 「カテリーナJ 「ウエリ

ーキー・リロフ」 「ナイミチカ」其他多数である「シェフチェンコ・タラス」の総ての詩はウクラ

イナ民族の独立復帰に関するあからさまなる欲求に満ち満ちた精神で、貫かれて居る。彼は「ウクラ

イナ」の外人に依る統治反対関争を指揮した事により中央亜細亜に十年間追放され其の潤詩を蓄く

事も又絵を描くことも禁ぜられた。 「ウクライナj 人は「シェフチェンコ・タラスj の自分の予言

者であり民族思想、の受難者と思い彼の著作「コブザーノレ」は各「ウクライナJ 人の家庭に於ける座

右の書物である此の本は近親者が死亡せる際死人と共に貴重品として墓に；埋葬されることも稀では

ない「キエフ」市近傍「カーネフ」の「ドエニフ。ノレ」河岸丘上にある「シェフチェンコ j の墓には

回教徒が「メッカ J fこ赴く如く「ウクライナj 人は彼の葬られて居る聖地を訪ね且其の慕を礼拝せ

んが為に「ウクライナJ の各地から参集する，山町兄「「ウラクイナ」古代の小貨幣， illl1WK3 結婚

式の時に使用するパン， WYJll1Kl1 蜜と生菱入りの菓子，叫e瓦pisKa 大晦日の晩歌，“江le He BMepJJa 

YKpaiHa ”スチェネヴメルラウクライーナ《ウクライナは未だ死なない》……これは「ウクライ
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ナ」の国民歌である次に其の一節を引用しよう。〈〈「ウクライナ」は未だ死なない／栄誉も意思も／

未だ我々の兄弟には／運命の女神が徴笑であろう／我の敵は消失せるであろう／太陽の前の朝露の

如くに／そして自由に我々は／自分の祖国に住めるであろう》／我々は心も身も／自由の為に投出

そう／そして我々が／「カザック」兄弟であることを示そう／祖国のなめつつある／恐ろしい時代

を想起し／そして我がウクライナの為に／死んだ人人をも／「ガザック」の騎士の／名誉ある死を

想起し／そして我等の青年時代を I無駄に過すまい／我々は心も身も／自由の為に投出そう／そし

て我々が／「カザックJ の兄弟であることを示そう。

（資料 2)

a6aXTa /BaxTa ／営倉， aH,LLpiHK /orriyM ／阿片， aTpaM 巴HT ／可opmrno ／インキ， 6a6KyBaTH 首

/cTapKyBaTH 負／鍍の多い， 6aKyH /TIOT 的H／刻み煙草， 6epe)l{aK /rrpH6epe)KHH 訪米HTeJJb ／沿岸の

住民， 6JJHI.ll8K /cBiTJJHK ／蛍， 6paTaHHLl /rIJJeMiHHHK, He6i)l ｛／甥， 6paTHTeJJi / ,LLBOIOpi,LLHi 6paTH 

i cecTpH ／従兄弟，従姉妹， 6paTOBa /)l{iHKa 6paTa ／兄弟の妥， 6paT y ぇpyrnx /Tpo10pi 即時

6paT ／再従兄弟， 6pyHaTHH 負／cMyrJJHBH 鼓／暗色の，浅黒い， 6y .LLY'-!HHa /MaH6yTHG ／未来性，将来

性， 6y3iB0K /oぷHOpi'-IHe TeJJH ／一歳の仔牛， BeJJHKO /6araTO ／甚だ，大いに，極めて，沢山に，

Bep3HI.l,H /rrycTOMOJJOT, TOpOXTi 首／お喋り，無駄口を叩く人， Bep3iHHH /6aJJaKaHHHa ／鏡舌，駄弁，

BepHHBO,LLa /KOJJOBOpOT, BO えOB 巴pTb ／渦巻， BepxiBeHb /Bep 山間K／騎乗者， Bep 山田／rroB 叩X朋／

外面，表面，外側，皮相，上部，上唇，即日ipKa /6iJJKa ／栗鼠， BHri 瓦朋／3py 四OCTi/ 適した，便

利な， BHrpa* /BHrpaw ／勝つこと， BHGMHO /BHH 冗TKOBO, Ha,LL3 凶可aHHO ／専ら，独占的に， BHJIHCKH

／λyHa ／反響，山彦， BHHe 日b /aJJKOrOJJb ／アルコール， BHpa3Ka* /paHKa, ypa3Ka ／小傷， BHCJJi ぇ

/pe3y 品TaT ,LLOCJJi 瓦)l{eHHH, BHCHOBOK ／結果，成績， BHXaTH /p03MaxyBaTH ／振る，振図す，

BHXBHIJ,eM /HaBCKa 可／駆足で，別江ra 品／Bi,LLIIO 四HOK ／休息，休憩， Bi,LL3iropHHH ／φpaHTyBaTH 詰／

お溜落の，伊達者の， Bi,LLJJHCK* /Bi,LL6JJHCK ／反射，照返し， Bi,LLJJi 可／Bi,LLHiMaHH 兄／清算，差引，減

算， Bopoxi6HHK /3aKOJJOTHHK ／暴動者，反逆者， Bopoxi6 朋／3aKOJJOT, 6yHT/ 暴動，反乱，

BCeMO)l{HHH* /BceMoryn 世話／全能の， rO,LLHH 叫HK* /ro,LLHHHHKap ／時計師， roHopo 間負／3HaTH 目白，

BeλbMO)l{H 路島／有名な，著名な， rpo6o 閉山e /KJJ8,l(0BH 以巴／墓碑，墓地， repJJHra /Bi 凶apcbKa

rraJJHI.J:H ／牧童の棒， rJJHraH 巴江b /3Byp,LL)l{eHe MOJJOKO ／凝乳， rJJHraTH /3BYP ぇ)l{yBaTH ／凝乳になる，

rp 巴四時／THX 凶，えo6p 尚一npo JJIO.LLHHY ／温和な， .LLiIITHHKa /rroBiH, rrpOCTHTYTKa ／渥売婦，売春

婦， ,LLOpa,LLeIJ,b* /pa,LLHHK ／忠告者，顧問， eφeKTOBHHH* /e中eKT 即日日誌／効果の著しい，印象の強

い， )l{a,LL 出品／ye 即日誌， KO ）削減／それぞれの，あらゆる，如何なる，各々の， 3a6 説明＊ /y6HBIJ,H/ 

殺人者， 3araλ ／rpoMa.LLa, cycrriJJbCTBO ／公衆，社会， 3arapHKaTH* /3arap 四TH ／不王子を言う，ぶつ

ぶつ言う， 3arn6iJJb* /3arn6eJJb, rrorn6eJJb ／滅亡，没落， 36HTOK IぇOCTaTOK ／豊富， 3Bi,LLTa が’

/3Bi 即日／そこから， 3BOpoxo6HTH 四／36yHTyBaTHCH ／激動する，反乱する，日o6iJJb / .LLOCTaTOK/ 

豊富，充実， 3H300K 目前／KOCOOK 時／薮院みの， 3iHCbKe me 問／KpiT ／土鼠， 3JJe)l{eHb /wrraJJa/ 
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枕木， 3HaKOMHT 凶／3HaMeHHT 封負， CJiaBH03BiCH 凶／著名な，有名な，高名な， 3HaKOMHTiCTb

/3HaMeHHTiCTb ／著名，有名，著名な人，名土， 3HaTypemr 首／口pHpO,ll.)KeHH 長／生来の， 3yrra * / cyrr/ 

スープ， iH)l{eHip* /iH)l{eHep ／技師， i,naJibHHH* /icTiBH 店員／食べられる， 1瓦)l{e 即日＊ /i)l{a, cTpaBa/ 

食事，食うこと，食物， iKJIO* /iKJIO ／下の犬歯， KaBKa /BopoHa ／鵜， Ka 瓦OB6HHa /orrOJIOHKa ／氷

面の孔， KapM 仰のK /6i 品店pぇ／玉突，撞球，撞球台， KaTpara /KypiHb ／仮小舎，掘立小舎，

KBaTHp 計／KBapT 叩a／住宅，宿，宿舎，宿営， Ke6eTa / ,,n:apyBaH 朋／才能，即日’別Ka /HaφTa ／石油，

石脳油，原油， KO 出／KHJIHM ／敷物，毛繊，誠王室， KpO 江間＊ /Kp 呂田a／点， KYJib 四K /cepe)l{Ka ／耳輪，

ヰ飾，尻町出店員／可y,,n:OB的， rapHttti／立派な，美麗な， Ma€TKOB誠／M訪日OBH詰／所有地の，所有物の，

情喝の， Ma€THiCTb ／悶如O, CKap6 ／領地，所有地， MJiaKa /6oJIOTHa ,,n:parOBHHa ／沼沢地，泥棒地，

Ha 即par.;Kn /HaBrrpo 山 KH, HaBrrpOCTeUb ／真直に，率直に， HapeMCTByBaTH /JJ:OKOpHTH ／散々にする，

叱責する，非難する， He)l{HJJ:* /He)l{HTb ／鼻風邪，鼻カタノレ， He3aBaJJ:HH 抗／He 山 KiJJ:JI 即時／無害の，

H四yrrapa* /H凹巴rrypa ／不潔な人，汚い人，だらしない人，自堕落な人， HHHbKH /Terrep, 3apa3/ 

今，現今，現在， HirH 可／HiCKiJibKH ／少しも，何等，豪も， Hi 明日HHH* /Hi 可HH 泊／夜の，日y)l{a

/BOilla ／ 乱 HぬTa /3aKJierrKa ／鋲，目釘，続釘， HIOTyBaTH /3aKJierryBaTH ／鋲で留める，競釘で留

める，溶接する， o60JIOH 山間／CKJI 叩／硝子職工， o6pyc /cKaTepKa ／卓布，王手子掛， o6uac 

/Ka6JiyK ／麗， OBit;* /OBO 可／野菜，青物，競菜，果実， 0瓦py)l{iHHH* /o瓦py)l{eHHH ／結婚，婚掘，

OKOpM /rrpoBiaHT ／給養，糧食，食料品， oMaJib* /o6MaJib ／少し，僅か，少く，些か，僅に，

OMH3JIH 副長／KoKeTJIHBH 政／矯態の， OMH3JIHBiCTb /KoKeT JIHBiCTb ／矯態， OHHK /HYJib ／零， oロpH 山 OK

/po36i 抗日HK ／強奪者，掠奪者，強盗，暴漢，乱暴者，悪者，ウクライナ西部の匪賦， OTHJI 凶

/cyTyJIH 訪／猫背の，前屈みの，かなり屈曲した， rraKep /Hoci 負／運搬入，赤帽， rraHi-MaTKa /Marn/ 

おかあさん，母， rrap 呂田H /umpMa ／衝立，障風， rrepecTaH /3yrrHHKa ／停止させること，日epecTaHOK

/3yITHHKa ／停止，停留， rrep 閉店／K何回KOp ／細綿布， ITHH 四日誌／KorriTKH 良／緩慢な，用心深い，

ITJIOBa /3JIHBa ／雷罰，暴風雨， ITJIIOTa /xλ ぬ叫， 3JI,rna ／雨の多い天気，悪天候，雨天， rroaci,,n:eHb

/mo,,n: 叩／常に，いつも，毎日， IT03eM /ropH30HT, o6piti ／地平線，水平線， IT03eMHiCTb 

/ropH30HTaJlbHiCTb ／地平状態，水平状態， ロoKpeaHiCTb /crropi,,n:He 即日／親戚関係，毅族関係，

rroKpHTKa ／江iB 羽田， ll(O Hapo,,n:Hλa ,,n:nrnHy ／私生児の母親， ロOJIHrrac* /JIHrrac ／頬打， ITOMipOK 

/erri,,n:eMi 刃／流行病，伝染病， ITOMKH /rraM' HTHO ／忘れないで，即日pyr / APHITHHa ／創根，掻毎，爪

傷， ITOCTpir.;* /3yCTpi 可／出合，遭遇，出迎， ITOT 印加／ロOMHKa'i ／駆使するん虐待する人，

ITOTOpO 羽／rrp11Mapa ／隣霊， rrp11crra* /rrpH3b6a ／農家の周関の土壁， πpi'IKH ! /reTb ！／外へ， 出て

行け，失せやがれ，つまみ出せ，去れ，打倒せよ，退け，失せろ， rrpoMiTT 兄／3arpaBa ／天映，

rICOTHHK /tteri,,n:H 羽K／無用者，役立たず，道楽者，悪党，ロYTHH I江i)l{Ka ／樽，ロyxKeHHK /rraMrryllIKa/ 

池揚鰻頭の一種，丸々した幼児， paH,,n:ap* /opett,,n:ap ／賃借入，小作人， pa 四TH /3BOJIHTH ／許す，

欲する，望む，遊ばす， pernyTH /rrparnyT 日／志す，憧れる，志向する， pe 詰Bax /MeTy 凶 HH ／混乱，

混雑，騒ぎ，荒波， pexTeJibHHH / ,,n:iticHH 首， icnrnm 拍／真実の，実際の，確な，誠実な， ptt)I{* /pnc/ 
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米， p!1CK3Jlb /3acTy ロ／鋤， pHXBa /HaKOHet.JHHK ／金冠，光端，金環， pHXTa /rrptt6yTOK ／増加，利

益，利潤，儲け， pHt.JKa /Kopi 加問先／牛飼女， pi ）！｛問i'!* /pi3 出品／区別ある，差異ある，相違なる，

種々 の， pi)l{HH!.Ul* /pi3HHL(H ／羨，差異，相違，不問，様々の品，種々の物， pi)l{HO ＊…／pi3HO ... 

「様々 のJ をあらわす接頭辞一一筆者注／， pi3H3L(iH /p03 ’旬開閉店／分離，隔離，分割，切断，

pi 山間巴口b宇／pi 山eHHH ／判決， pi 山a /BiTpOJIOM, cy 凶HHK ／風で倒れた木，枯木，落校， p06JI!1BO

/BHpi6 ／手工品，細工物，製品， po6oM /crroco6oM, t.JHHOM ／…ーを用いて，・…・・に依って，

po36paHHH /po3seii:e 問先， p03Bi 江／離婚，離縁， po3KaJib /po3rrycHHUH ／放蕩女，道楽女，

po3 江戸間刀bHiCTb /po3 羽田iCTb ／融解，潮解，可溶性， pOHl( /36pyH ／馬具，挽具， poxa* I品oxa,

CBH 朋／豚， PYJIH I江戸of 銃口，砲口， pyxmm / ,ll.BHryH ／動かすもの，発動機，原動機，運動筋，

原動者， caKBH /TOp6a, cyMKa ／鞄，背嚢， caJioM' HK /Hawarnp ／塩化アンモニヤ， csipirra

/rip 鴨日兄／芥子，芥子粉， ceλex /Kat.Jyp, ce 尻 3eHb ／雄鴨， CHpiB (L(b /XJii6HH 民間ac ／ノ4ンのクワ

ス， rnpisKa /HeorraJieHa uer JIHHa ／生煉瓦， CKHH,ll.HK /cTpit.JKa ／リボン，飾紐， CKJIHL(H /eMaJib/ 

硝子玉，ピーズ， CK063aJIKa* /KOB33HKa ／スケート場，滑走路， CK0633THCH* /KOB33TH 四／，

CK063yH* /KOB3yH ／ スケート， CHiT /KOJIO):(a, qyp6aH ／木株， CHOTa IぇiBO 可a HeB 即日iCTb,

He3ai'!MaHHicTb ／童貞，浄潔，処女， CO)KHBe 出／crriBMeWKaJ-IeU:b, KOXaHeu;b ／向室者，同居人，内

縁の夫， CTi 伽 a /sapTiBHH, KapayJibHH ／番人小舎，見張小舎，哨舎， CyTK 詰／By3 出店員 rrpoxi 江／ 1挟

谷，谷間，陸路，狭い廊下， Ta 必Ke)K ネ／aJie, as)l{e)K ／ではないか，ならずや， TaMa /rpe6JIH ／堤，

堤防，水車用用水の池，防水堤， y6i 品出KH* /3aB6iJib 山KH, p03MipOM/ ・ ・大きさの， ysoco6 府聞が

/yoco6 刀eHHH, BTiJieH 田／人格化，人性賦与，権化，権現，化身，擬人法， yrai'!Ka /rrpor 呂田部，

3BOJiiK3HHH ／遅滞，停滞， y3aMiT /cy 凶品HO, cycrriJib ／連続して，間断なく，隙詞なく，密接して，

全面的に，到る所， yco6HHK /KpaMOJibHHK ／反逆者，謀反者，騒乱者， yx 出品 ／UB 脱却先日i,ll.KOBH/

蹄鉄の釘， y可Ta /y凶aHyBaHHH ／饗応，尊敬，礼遇，中ypMaH /Bi3 問K／荷馬車の取者，荷馬車運送

人， ia 自重兵，服者， xai'!HiCTb* /oxai'!HiCTb ／さっぱちしたこと，清浄，清潔， xiceH /sttroii:a, 

KOpHCTb ／利用用，利益，為め， xopHi'l* /xsop 店員／病人，病身な，鴨弱な， xopo6a* /xsopo6a ／病

気，疾病，苦痛， xopo6JIHBHfi* /xsopo6JIHB 時／病弱の，病身の，苦痛な，病的な，不健全な，

江MOKOBHK /Hacoc, ITOMrra ／脚僑， wsarep /wypttH ／妾の兄弟，山口OJI3 /COBOK ／小シャベノレ，出py6

/r'BHHT ／螺旋，ねじ，凶py6yB3T 政／r'BHHTOrroii:i6H 凶／螺状の，出Ta 中em* /ecrn φem ／急使，パ

トン，中継競争， 11¥HMKH ／況 w:arn ／圧搾機，万力， !OpHCTa* /!OpHCT ／法律家，法律学者，法律学

士，町 四 MaeTe? ／冗K crrpaBH? ／徴機嫌は如何ですか，兄COKip* /ocoKip ／黒揚樹。

（資料 3) 廃語（過去の表現，古語〉

6a6H3Ha /crra 江li¥HH3 Bi 江 6a6H ／祖母の遺産， 6a6HTH /aKy 凶epyBaTH ／助産する， 6iroBHCbKO

/irro 江poM ／競馬，競＼馬場， 6opryB3TH /6paTH Kpe,ll.HT ／貸方に記入する，借金する，貸す， 60pHH

/6opOTb6a ／闘争， 6poBap /rrHBOBap ／麦酒醸造人， 6y3ysip /6ycypMaH ／回教徒， 6yHt.JY)l{HH 詰
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/BaXMiCTp ／騎兵曹長， 6y ロerapHH /apeunaHTCbKa ／留置場， Bepua,ll,JIO /KoMrrac ／羅針盤，

BHHyBaTeJib /06 即日ysa 可／告訴者，求刑者， Bi 江rropy 四川／λOBipeHa oco6a ／代理人，受託人，

siTporoH /se 託THJIHTOp ／軽薄漢，扇風機， raMapH 日／MeTaJIOITJiaBHJib 日目白 38BO 江／製鉄所， rep 出

／ロOG,l(HHOK ／決闘， roJIHp /rrepyKap ／理髪部， rOJIHpHH /rrepyKapHH ／理髪店，瓦）Kypa /cJiyra ／従

卒，召使， 江3HrapMaHCTep /rO,ll,HHHHKap ／時計部， 瓦i)].H 可／ロOMi 山間／地主，領主， 江iGTIHC

/icTopiH ／物語，歴史， eTep* /e中ip ／エーテノレ， 3刀y可HHK /cnoλYt.JHHK ／接続詞，団結者，連結機，

l,ll,JIO /i)Ka, CTp 呂田／食物，食料品，栄養物， KepMa* /KepMo, npaBHJio ／舵，舵機， KOITOBHK /50 

KOTii 負OK ／五十銭， MaGTOK /rocno,ll,apcrno ／領地，所有地， Mana /KapTa ／地国，日OTap* ／日orapiyc/

公証人， ornp j)Kepe6eub ／牡馬，種馬， 0,l(OITpiJIH 幻開THC 月／Bi ,ll, oKpeMJIJOBaTHCH ／分れる，分離す

る，離す， OKYJib6at.JHTH /oci,ll,JiaTH ／鞍を置く，装鞍する， opy ぇap /KepiBHHK ／指南者，指導者，

oxBipa j)Keprna ／犠牲，供物， TIOBiT /TepHTOpiaJibHO ・a,l(MiHiCTpaTHBHa 0,l(HHHUH ／動機，機会，

原器，理由， ロoc 巴cop /op 印刷p／賃借入，小作人，借地人， paTa 詰／1rnyraTap ／農夫，百姓，

p巴ryJia /cTaTyT ／規則，規定，定款，法規，法令，月経， pecTopa 叫が／pecTopaH ／レストラン，

料理店，飲食店， perna ／凋H口mr ／鎖，チェーン， p03BiH* /p03BHTOK ／発達，進歩，進化，成長，

進展， CMOK /Hacoc, TIOMna ／日開筒， CITH)l{ /6poH3a ／青鏑， TeKTypa /KapToH ／厚紙， ボール紙，

TeITJIOMip !TepMOMeTp ／寒暖計，体温計， t.Jat'!Ma /BiTpHJIO, napyc/ I汎， l肌船，可eJIH,ll,HHK I cJiyra/ 

下男， 山ep6a /IOillKa 3 pH6H ／魚の煮汁， HHr'OJI':' /aHre 刀／天使， 兄pb /secHa ／春蒔穀物，春，

釘CHp /ITOJIOH, ITOJIOHeHi ／幽囚，捕虜の状態，捕虜， HCHpHHK /HeBiJibHHI{, TIOJIOHeHH 説／捕虜，奴隷。

（資料 4) 俗語（無遠慮な語嚢，蔑称， ，卑語〉

6a6o,ll,yp 放蕩者，女たらし， 6a3iKaTH 喋る， 6aJia60HHTH 鐘を鳴らす，吹聴する， 6yxHKaJIO 咳

ずる人， B8HJIOM 総体で，一魂となって， sepe 山aKa 喚く人， BH6pixysaTHC 刃嘘を吐く， BHKaH 氾四TH

懇願して得る， BHTpe6eHbKH 工夫，考案，思い付き，作り話， BHTpe6eHbKyBaT 政移気な，我憧な，

BHTYP 兄TH 追出す，駆逐する， Bi,ll,t.JyxpaTH 伐り取る，切る， BTOponaTH 会得する，理解する，

raJiaii)].a 放蕩者，無宿者， ryJii 散歩，遊歩， ry 品 TirraKa 浮浪人，放蕩児， ,ll,o-uyp1rn 全然，すっ

かり， ぇyperra 大馬鹿者， 羽田）］.iHKa 暴れ者，争い好の人， 3aryrHHBiTH 鼻声で話し始める，

38,ll,epttKy 回 T政争い好きの，乱暴な， 36a6iTH 女の様になる，女の様に振舞う，！）］，OM, I江口eM 貧っ

て，絶えず悩まして， iCTO 抽出i 食べる，食欲がある，長OJIOIT 阿呆，大馬鹿， KH,ll,bKOMa 投げて，

KPYTbKO 軽銚漢，落ち着かぬ人， λOMaKa 槙棒，粁， Mapy,ll,a もぐもぐ言うんもぐもくや噛む人，

野呂間， MHrHKaTH 鼻歌を歌う，鼻声で歌う， MHMpHTH 怯く，もぐもぐ言う， MHTHKyBaT 臼考慮す

る，比較対照する， MilllMa 雑って，交互に，交替に， Myr 叩無作法者，無教育者， MYPJIO 獣の鼻

面，無教育者， M'HJIO もぐもくや噛む人， もぐもくや言う人， Ha6 yH,ll,!Ot.JHTHc 兄誇る，尊大に構える，

散漫ぶる， Ha-raMya 粉々に，微塵に， HeBMHBaKa 手や顔を洗わぬ人，汚れた人， He,ll,OYMOK 馬鹿

者， He3,ll,apa 無能，無才， Hepo6a 懐惰者，不精者， HeTirraHKa 不潔な女，不浄の女， HeT 兄ra 土地
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を持たぬ貧乏百姓，水呑百姓，日傭人， HeyK 無学者，無作法者，野人， He 可yrrapa 不潔な人，汚

い人，だらしない人，自墜落な人， orOBTaT 即日正気付く，蘇生する，思い直す，気が付く，

OKOI.]J06iTH 寒さで硬くなる，凍る，かじかむ， O町田OK 太った小児，ずんぐりした男，片意地な

男， OCT06iciJU 磁気に入らぬ，面白がらぬ，献になった，厭わしい，五月蝿い， OCT06iciTH 嫌いに

なる， 0可eBH)lJ ！可KH 明瞭に，務自に，歴然と， rracKy.lLa 醜行者， rracKy 瓦日TH 醜い言行をする，汚い

風をする， rre 府 XaT 目白老毛の生えた，軟毛の多い，日eλbKa 峡頭，ロepe6pex 誤り伝えること，誤

って話すこと， llHH,ll,a 自惚，倣捜， llHH 江ぬ'IHTH 突出す，露出さぜる， 問 H.l( ぬ四THC 釘勿体振る，

i毅然と構える， llHCOK 鼻面，面， IIHl.lJOpKa 小顔，醜い顔， IIi.l(CJii 聞かなり近視の人，かなり視力

の弱い人，自のよく見えぬ人， rri ぷl..(b0KYB3TH 下から糠つ，鼓舞する，燭いで喧嘩をさせる，けし

かける，日iHKa 泥酔者， i筏飲み， rrJiaKciiI 泣姦，べそを掻く人， rro6a3iKaTH 談話する，お喋りする，

rro6pexeHbKa 小話，逸話，ロOKH,ll,bKa 投棄てられたもの，日O'IBapa 幻，幻影，幽霊， llO'IHKpmKHTH

縮かく切る，粉々にする，小又であるく， ITO 可OBI13T 羽少し踏鳴らす， 江戸.lLYPKYB3T 目白薄馬鹿の，

rrpineJiirraTHCH やっと辿り若く，やっと歩く， rrpHTeJI!O 出即日曳いて来る，曳寄せる，叩o6a3iKaTH

ロに不明瞭に言う，喋り通す， rrpy.lLHYC 口髭の多い人， paxy6a 面倒，厄介，苦労，心配，奔走，

世話，斡旋，多忙， peBa 大声に叫ぶ人， peBH 山e 大声にmトぶ． perri)KHTH 打つ，叩く，打ちのめ

す，したたか撲る，ひどく舘切る， po36muaKa 強奪者，掠奪者，強盗，乱暴考， p03rap ぇ1日山不精，

だらしのないこと，無秩序， po3 羽田ぽかんと口をあけている人，怠惰者， po3rraHaxaTH 引き裂く，

ヲi破る，分列させる， po3rracKy )(HT 即日卑劣な割を加える， po3rrpHH,ll,HTHC 兄威張る，自慢する，尊

大振る， po3yMaK 分別者，利口者，知恵者， CH.lLYH 歩み出しの遅い小児，足の悪い人，塾居者，

出嫌い， CJIHHbKO 涯を垂らす人，誕くい， crracKy 瓦HTH 損う，台なしにする，汚す，織す，

CT 兄MKYB3TH 考慮する，考量する，会得する，覚る， C山田町田T阿波く振舞う，授精に構える，巧

くやる， TaKe'IKH 然り，その通り， TepJIHK3TH 下手に弾く， TpHH.l(HK3TH 演奏で情ける，軽く演

奏する， TpHHbK3TH 浪費する，濫費する，追散らす， yra.l(bKO 推察者，推量者， ycHKOBO 様々 に，

どっち道，兎も角も， xaJia6y.lLa 仮小会，堀立小舎，寵，庇と柱だけの納震，天蓋， X呂町0 下湾，

下郎，賎しい仕事をする人， XB3JlbKO 自慢展，天狗，高慢家，法螺吹き， XO,ll,HH 歩行，歩き過ぎ，

通行，通用， UHraHHTH 物乞いする，からかう，馬鹿にする，愚奔する，馬を不正手段で取引する，

図々しくねだる， 可B3JI3TH やっと歩く，遅々と歩く，跡をつける， 可epBOHOITHKH 詰眉目よき，

可epeBaHb 援の皮，内臓，臓蹄，腹，四M'IHKYB3TH 速やかに歩く，円opT・Ma 馬鹿々々しい，そうは

巧く行くものか，無い，居たい，存在しない，月OpTOpH 註渦巻，可yxMapHTHCH 掻合う， waBKOTiTH

しゅーしゅ一言う，もぐもく、、言う，凶BeH,ll,H せかせかして落着かぬ人，山BeH.l( 日TH 漫歩する，ぶら

つく，浮浪する，山町田YB3T 油精々愚な，梢々馬鹿けγこ，山HJIHXBiCT 悪漢，ぺてん師，ならず者，

凶MapKaTH 設鼻梯ある， wMapJ<aq 鼻悌ある人。
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〈資料 5) 国や国家の名称

ABcTpaJii 兄豪州， AMepnKa アメリカ， Apa6i 兄アラピ、ヤ， f'nwflaHiH 西班牙， haJiiH 伊太利，

Ma;:i:Hp 山irna 洪牙利， MocKoBiH 露間亜， MocKOBll¥HHa ロシヤ（露西亜〕， HiM 巴明日間独逸，

HimroH 日本， PyMyHiH ノレーマニヤ， Cep6i 兄セノレビヤ， Type 明日間土耳古， Yrop 山間a 洪牙利，

YKpaitta ウクライナ，只fIOHi 兄 B 本。




